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長
谷
地
区
の
美
和
ダ
ム
は
昭
和
34
年
に

完
成
。「
三
六
災
害
」の
時
は
既
に
稼
働
中

で
し
た
。美
和
ダ
ム
が
も
し
無
け
れ
ば
飯
田・

下
伊
那
の
下
流
域
で
は
更
に
被
害
が
拡
大

し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
す
。

想
定
外
の
災
害
が
日
常
的
に
発
生
す
る

今
日
の
気
象
状
況
を
考
え
れ
ば
、天
竜
川

最
大
の
支
流・三
峰
川
の
治
水
の
た
め
に
も

「
戸
草
ダ
ム
」の
建
設
促
進
が
急
が
れ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ・
飯
島
進

「
戸
草
ダ
ム
」建
設
の
促
進
を

「
三
六
災
害
か
ら
60
年
と

　
　
　
　
　
　

防
災
対
策
」

　

昭
和
36
年
6
月
、伊
那
谷
全
域
に
甚
大
な
豪
雨
･
暴
風
被
害
を

も
た
ら
し
た「
三
六
災
害
」か
ら
60
年
。近
年
の
異
常
気
象
を
踏
ま
え
、

命
と
郷
土
を
守
る
行
動
に
つ
い
て
の
議
員
研
修
会
が
、「
道
路
・
戸
草

ダ
ム
問
題
等
特
別
委
員
会
」と
共
同
で
、天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

の
大
森
秀
人
副
所
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、7
月
13
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
模
様
を
中
心
に
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

市民や関係職員も参加した議員研修会 

土砂に埋まった家屋（伊那市長谷杉島）

天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

  

副
所
長
大
森
秀
人
氏

◆
三
六（
さ
ぶ
ろ
く
）災
害
と
は

昭
和
36
年
６
月
、台
風
の
接
近
と
梅
雨

前
線
停
滞
に
よ
り
、伊
那
谷
で
は
１
週
間
で

年
間
雨
量
の
３
割
を
超
え
る
豪
雨（
飯
田
観

測
所
：
総
雨
量
5
7
9
ミ
リ
）に
襲
わ
れ
た
。

降
り
続
い
た
雨
の
結
果
、伊
那
谷
各
所
で

河
川
氾
濫
、土
砂
災
害（
土
石
流
、地
す
べ

り
、が
け
崩
れ
等
）が
発
生
し
、死
者
・
行
方

不
明
者
1
3
6
人
を
出
し
た
。

◆
土
砂
災
害
の
発
生

山
室
川
の
旧
高
遠
町
芝
平
地
区
で
は

地
す
べ
り
が
顕
著
と
な
り
、河
川
の
氾
濫
や

土
砂
崩
れ
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
。

三
峰
川
上
流
の
旧
長
谷
村
戸
草
地
区
で

は
、家
屋
4
戸
や
森
林
鉄
道
が
流
出
し
、奥
浦

地
区
で
は
地
す
べ
り
で
多
く
の
家
屋
が
被
災

し
た
。芝
平
、戸
草
、奥
浦
な
ど
の
地
区
は

災
害
後
集
団
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
鹿
村
の
大
西
山
崩
壊
で
は
、家
屋
39

戸
が
破
壊
さ
れ
、42
人
の
命
が一
瞬
に
し
て

奪
わ
れ
、災
害
史
上
ま
れ
に
見
る
惨
事
と
し

て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

◆
災
害
伝
承
の
取
り
組
み
に

三
六
災
害
か
ら
60
年
が
経
ち
、災
害
経
験
者

の
高
齢
化
等
に
伴
い
、災
害
に
備
え
る
た
め

の
知
恵
や
教
訓
が
後
世
に
語
り
継
が
れ
ず
、

資
料
が
散
逸
し
た
り
、記
憶
が
風
化
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

今
後
起
こ
り
う
る
水
害
へ
の
備
え
を

考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
、今
、真
剣
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。  

参
加
者
の

声

『
防
災
へ
細
心
の
準
備
を
』

市
区
長
会
長
会
会
長　

小
澤
登
志
男

梅
雨
の
さ
な
か「
三
六
災
害
」研
修
会

に
出
席
。今
の
地
球
環
境
下
で
災
害
が

発
生
し
て
い
な
い
日
は
な
い
。私
た
ち

は
半
世
紀
以
前
に
恐
怖
の
体
験
を

得
て
い
る
。ス
ク
リ
ー
ン
を
覗
く
と
更

に
身
震
い
も
起
き
た
。あ
な
ど
る
こ
と

な
く
、細
心
に
準
備
を
し
、生
活
し
て

い
く
事
が
肝
要
で
あ
る
と
示
し
て
く
れ

た
勉
強
の
場
で
あ
っ
た
。

『
教
訓
を
生
か
す
重
い
責
務
』

市
危
機
管
理
課
小
松
剛

私
に
と
っ
て
三
六
災
害
は
歴
史
資
料

の
中
に
あ
る
災
害
で
し
た
。防
災
担
当

と
な
り
こ
の
災
害
を
学
び
、地
域
住
民

に
と
っ
て
川
の
恵
み
と
恐
怖
は一体
で
あ

る
と
知
り
ま
し
た
。ひ
と
つ
の
事
例
で

終
わ
ら
せ
な
い
、ま
た
あ
の
時
以
上
は

な
い
と
い
う
安
全
神
話
に
し
な
い
た
め

に
、当
時
の
教
訓
を
生
か
す
責
務
が

私
た
ち
に
は
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

市報いな30

文
責
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会


